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ランチョンセミナー

　モダン・エンドドンティクスの必須アイテムとして歯科用マイクロスコープ、コーンビームCT、Ni-Ti製

ファイルがあるが、近年、バイオセラミックス系バイオマテリアルが４番目の必須アイテムとして挙げられ

るようになった。

　2017年に登場した根管用シーラー「ニシカキャナルシーラー BG」はバイオセラミックス系バイオマテリ

アルであり、九州歯科大学口腔保存治療学分野と日本歯科薬品株式会社がゼロベースでスタートした共同研

究の成果である。本材料はMTAではなく生体活性バイオセラミックスであるBioactive Glassを構成成分と

する。根管充填時、本材料と根管壁の界面にハイドロキシアパタイトが誘導されることで本材料と象牙質は

結合するが、それによりシングルポイント法による根管充填でも高い封鎖性を示す。また、非常に高い生体

親和性を有していることも既に証明されており、本材料は伝統的な根管用シーラーの域を超えたBiomaterial

となっている。

　現在我々は、Bioactive Glassを構成成分とする覆髄材から再生医療用材料までの統合的なトランスレーシ

ョナル・リサーチを展開している。一方で、ニシカキャナルシーラー BGの性能を引き出し臨床での操作性

を向上させるデバイスの開発も進めてきた。今回、その専用デバイスとして開発したのが「BGフィル」で

ある。BGフィルはニシカキャナルシーラー BGを根管内に適切に充填するようデザインされたデリバリー・

デバイスであり、ディスポーザブル・チップと専用シリンジから構成されている。BGフィルを用いること

でニシカキャナルシーラー BGの根尖部までの予測可能な移送が実現し、より精度の高い根管充填が可能と

なる。

　今回の講演では、国内で開発された初のBioactive glass-based Biomaterialsであるニシカキャナルシーラ

ー BGとBGフィルについて紹介する。
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